
令和２年度決算を審査
　９月定例会において提案された、令和２年度各会計決算は、３日間（10月 12、13、14日）に
わたり決算特別委員会において審査され、12月 16日本会議で全会計とも認定されました。

一 般 会 計 の 概 要
　令和 2年度に一般会計に入ってきたお金（歳入）と、そこから使ったお金（歳出）の
差し引きは、9億 308万円になりました。
　そこから令和 3年度に繰り越しした財源（令和 2年度に実施予定事
業の一部を令和 3年度に行うことにしたため）8億 9,368 万円を差し
引いた 940万円が令和 2年度に実際に残ったお金です。
　このうち、500万円を財政調整基金（※）に積み立てました。
  ※年度間の財源の不均衡を調整することができる貯蓄

歳　　入 歳　　出 差　　引

一　般　会　計 210 億 1,424 万円 201億 1,116 万円 9億 308万円

特
別
会
計

国民健康保険 31 億 9,897 万円 31億 8,196 万円 1,701 万円

漁業集落排水 3,369 万円 3,369 万円 0円

農業集落排水 4,458 万円 4,458 万円 0円

港湾施設管理受託 7,932 万円 5,482 万円 2,450 万円

土地造成 2 億 6,326 万円 7億 9,982 万円 △ 5億 3,656 万円

介護保険 25 億 9,750 万円 25億 5,261 万円 4,489 万円

後期高齢者医療 5 億    558 万円 5億    527 万円 31万円

（千円以下は四捨五入）

※端数処理をしています
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大竹市の旧ＲＤＦ処理施設

Ｑ  
３
月
１
日
の
交
付
率
が
、
令
和
2
年

は
14
・
5
％
、
令
和
3
年
は
26
・
5
％
と

大
幅
に
上
が
っ
て
い
る
。
要
因
は
何
か
問

う
。

A  

令
和
2
年
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
つ
く
っ
た
方
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
あ

り
、
夏
頃
に
カ
ー
ド
の
交
付
が
非
常
に

伸
び
た
。
令
和
3
年
9
月
末
時
点
で
は
、

41
・
1
％
ま
で
伸
び
て
い
る
。

Ｑ  

不
用
額
が
1
1
0
4
万
円
生
じ
た

理
由
に
つ
い
て
問
う
。

A  

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、
収
入
が
減
少
し
た
方
の
見
込
み
を

多
く
予
算
計
上
し
た
こ
と
が
主
な
原
因
と

考
え
る
。

　
実
際
に
収
入
が
減
少
し
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と

な
っ
た
方
を
66
名
と
見
込
ん
だ
が
、
実
績

は
24
名
で
あ
り
、
約
2
0
0
万
円
の
不

用
額
と
な
る
。

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
又
は
公

的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
で
収
入
が
減
少

し
た
方
を
1
9
6
名
と
見
込
ん
だ
が
、

実
績
は
55
名
で
あ
り
、
約
7
0
0
万
円

の
不
用
額
と
な
る
。

Ｑ  

令
和
2
年
度
の
可
燃
ご
み
広
域
処

理
事
業
費
は
約
1
億
6
1
4
0
万
円
で

あ
る
。
今
後
の
事
業
費
の
推
計
に
つ
い

て
問
う
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
4
月
以
降
、
廿
日

市
市
と
共
同
で
可
燃
ご
み
処
理
を
行
っ

て
い
る
。
以
前
の
大
竹
市
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
て
、
い
く
ら
削
減

と
な
っ
た
か
問
う
。

A  

は
つ
か
い
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
計

画
さ
れ
て
い
る
令
和
12
年
度
、
令
和
20
年

度
を
除
け
ば
、
は
つ
か
い
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
大
竹
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
中
継
施
設
が
正
常
稼
働

す
る
限
り
、
令
和
2
年
度
の
事
業
費
と
の

比
較
で
2
千
万
円
か
ら
4
千
万
円
程
度
の

範
囲
内
で
増
額
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　

16
年
間
大
竹
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
た
可
燃
ご
み
の

R
D
F
処
理
事
業
費
の
平
均
は
年
間
約

2
億
4
6
0
0
万
円
で
あ
り
、
令
和

2
年
度
の
事
業
費
と
比
較
し
た
場
合
、

5
千
万
円
以
上
の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ  

不
用
額
が
生
じ
て
い
る
原
因
と
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
予
防
接
種
負
担

金
の
不
用
額
が
生
じ
て
い
る
原
因
に
つ
い

て
問
う
。

A  
一
般
健
康
診
査
及
び
が
ん
検
診
委
託

料
の
不
用
額
は
、
令
和
2
年
度
に
広
島
県

へ
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
際
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防

止
対
策
の
た
め
、
医
療
機
関
が
検
査
を
休

止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
診
者
数
が
減
少

し
た
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

医
療
機
関
で
は
緊
急
事
態
宣
言
発
令

中
、
感
染
症
防
止
対
策
の
体
制
を
整
備
し

て
い
た
だ
き
、
解
除
後
は
速
や
か
に
一
般

健
康
診
査
及
び
が
ん
検
診
を
再
開
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
負
担
金
の
不
用
額
が

生
じ
た
主
な
原
因
は
、
出
生
数
の
減
少
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
予
防
接
種
は
子
ど

も
1
人
あ
た
り
、
数
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
た
め
、
出
生
数
が
減
少
す
れ
ば

不
用
額
が
増
加
す
る
。

Ｑ  

市
内
消
費
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
事
業
の
効
果

と
今
後
の
対
策
を
問
う
。

A  

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
額
は
１
４
，
7
2
3
，
9
5
1

円
で
あ
っ
た
。
支
払
額
の
20
％
分
の
付

与
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
換
算
す
る
と
約

7
3
6
0
万
円
の
売
り
上
げ
と
な
る
が
、

事
業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
前
月
比
で

3
倍
以
上
の
約
9
3
0
0
万
円
の
売
り

上
げ
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
た
翌
月

●
ひ
と
り
親
世
帯

�

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

●
広
域
処
理
事
業
費
に
つ
い
て

●
一
般
健
康
診
査
等
委
託
料
及
び

�

が
ん
検
診
委
託
料
に
つ
い
て

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
事
業
に

�

つ
い
て

‥‥　決算特別委員会での質疑（抜粋）‥‥
●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
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の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
も
伸
び

て
い
る
。
決
済
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
事

業
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
事
務
の
簡

素
化
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
便
利

で
は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
警
戒
感
が
市
民

に
は
あ
る
。
今
年
度
も
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
ス
マ
ホ
講
座
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

講
座
を
公
民
館
等
で
開
催
し
、
P
R
に

努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

対
象
者
と
登
録
者
、
通
報
の
実
績
に

つ
い
て
問
う
。

A  

対
象
者
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
登

録
者
数
は
令
和
3
年
9
月
30
日
現
在
10
名

で
、
令
和
2
年
11
月
9
日
の
運
用
開
始
以

降
、
通
報
の
実
績
は
な
い
。

Ｑ  

小
学
校
費
と
中
学
校
費
の
英
語
指
導

補
助
業
務
委
託
料
で
、
令
和
2
年
度
か
ら

小
学
校
で
も
外
国
語
教
育
が
必
修
化
に
な

り
、
令
和
元
年
度
決
算
特
別
委
員
会
で
も

A
L
T
の
運
用
を
検
討
す
る
よ
う
要
望

を
し
た
が
、
そ
の
後
、
変
化
が
あ
っ
た
か

問
う
。

A  

運
用
に
つ
い
て
は
担
当
課
で
も
検
討

を
し
た
が
、
各
学
校
で
運
用
に
つ
い
て
の

要
望
が
違
っ
た
た
め
、
令
和
3
年
度
は
令

和
2
年
度
と
同
様
の
運
用
を
行
っ
た
。
た

だ
し
、
今
後
に
つ
い
て
は
現
場
の
声
を
聴

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Ｑ  
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
大
変
好
調

で
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
収
入
が
約

2
億
5
千
万
円
あ
る
。
事
業
収
入
が
特
別

交
付
税
の
配
分
に
影
響
が
あ
る
と
聞
い
た

が
、
特
別
交
付
税
に
影
響
が
出
る
金
額
が

分
か
る
の
か
問
う
。

A  

競
馬
や
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
な
ど
の
公
営

競
技
に
関
す
る
収
益
金
が
一
定
額
を
超
え

る
と
特
別
交
付
税
に
影
響
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
特
別
交
付
税
に
関
す
る
省
令
に
定

め
て
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
基
準
財
政
需
要
額
の

5
％
を
超
え
る
と
特
別
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
。
基
準
財
政
需
要
額
の
5
％
を

超
え
る
額
が
基
準
財
政
需
要
額
の
5
％

ま
で
で
あ
れ
ば
15
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、
超

え
る
割
合
に
よ
っ
て
段
階
的
に
カ
ッ
ト

率
も
大
き
く
な
り
、
最
終
的
に
は
基
準

財
政
需
要
額
の
60
％
を
超
え
た
ら
9
割

が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。

　
基
準
財
政
需
要
額
は
、
毎
年
度
、
変
動

す
る
が
、
令
和
2
年
度
の
大
竹
市
の
基
準

財
政
需
要
額
が
約
58
億
円
な
の
で
、
58
億

円
の
5
％
と
い
う
こ
と
で
、
事
業
収
入
が

2
億
9
千
万
円
を
超
え
る
と
、
特
別
交
付

税
が
減
額
さ
れ
る
。

Ｑ  

大
型
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
今
後
、

公
債
費
が
増
加
す
る
と
思
う
が
、
ピ
ー
ク

は
い
つ
か
。

　
ま
た
、
公
債
費
の
増
加
に
よ
り
、
実
質

公
債
費
比
率
に
影
響
が
あ
る
の
か
問
う
。

A  

令
和
4
年
度
が
地
方
債
残
高
の
ピ
ー

ク
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
据
置
期
間

等
が
あ
る
た
め
、
令
和
8
年
度
以
降
、
公

債
費
が
19
億
円
台
に
増
加
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　
実
質
公
債
費
比
率
も
徐
々
に
上
が
る
と

考
え
て
い
る
が
、
地
方
債
の
発
行
に
際
し

て
は
、
普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
る
地
方
債
を
活
用
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
、
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ

る
部
分
は
実
質
公
債
費
比
率
の
計
算
式
か

ら
控
除
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
は
3
年
平
均

で
算
出
す
る
た
め
、
急
激
に
上
が
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ  

主
要
事
業
報
告
書
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
の
取
り
組
み
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
事
業
費
は
約
32
億
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
市
が
支
出
し
た
金
額

と
財
政
調
整
基
金
を
い
く
ら
取
り
崩
し
た

の
か
問
う
。

A  

主
要
事
業
報
告
書
に
掲
載
し
た
事
業

の
市
の
一
般
財
源
は
約
6
千
万
円
で
あ
る

が
、
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
と
コ
ン
ビ
ニ

等
交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
は
令
和
2
年

度
か
ら
令
和
3
年
度
へ
繰
り
越
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
一
般
財
源
が
約

2
億
円
。
合
計
で
約
2
億
6
千
万
円
で
あ

る
。

　
最
終
的
に
は
減
収
補
て
ん
債
の
借
入
れ

や
不
用
額
の
発
生
に
よ
り
、
財
政
調
整
基

金
は
取
り
崩
さ
ず
に
済
ん
だ
。

Ｑ  

旧
小
方
小
・
中
学
校
跡
地
な
ど
の
、

土
地
の
売
却
の
見
込
み
を
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
、
で
き
る
だ

●
ネ
ッ
ト
1
1
9

�

緊
急
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

●
英
語
指
導
補
助

�

業
務
委
託
料
に
つ
い
て

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
収
入
に
つ
い
て

●
公
債
費
の
増
加
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
拡
大
対
策
に
つ
い
て

●
土
地
の
売
却
の
見
込
み
に
つ
い
て
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決
算
特
別
委
員

委

員

長�

日
域
　
　
究

副
委
員
長�

北
地
　
範
久

委

員�

原
田
　
孝
徳

�

中
川
　
智
之

�

網
谷
　
芳
孝

�

児
玉
　
朋
也

�

細
川
　
雅
子

�

山
本
　
孝
三

旧小方中学校跡地旧小方小学校跡地

け
早
く
高
い
値
段
で
売
却
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
の
た
め
の
考
え
方
に
つ

い
て
問
う
。

A  
現
状
で
は
売
却
等
の
見
込
み
は

立
っ
て
い
な
い
。
土
地
の
売
却
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
大
型
事
業
を
続
け
て
実

施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
財
政
状
況
、

社
会
情
勢
、
民
間
の
ニ
ー
ズ
等
を
見
極

め
な
が
ら
慎
重
に
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

旧
小
方
中
学
校
跡
地
は
、
に
ぎ
わ
い

交
流
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
過

去
に
市
場
調
査
を
行
っ
た
際
は
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
引
き
合
い
し
か
な

か
っ
た
。

　

現
在
、
市
道
小
方
4
号
線
を
整
備
中

で
あ
り
、
ま
た
、
県
に
お
い
て
は
小
方

橋
の
架
け
替
え
が
港
湾
事
業
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
港
湾
道
路
と
市
道
小
方
4

号
線
を
接
続
す
る
交
差
点
改
良
工
事
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
完
成
す
れ
ば
、
ア

ク
セ
ス
面
、
利
便
性
が
良
好
に
な
り
、

民
間
の
需
要
、
土
地
の
市
場
価
値
も
上

が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

土
地
の
魅
力
が
増
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
ニ
ー
ズ

も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

～
委
員
会
で
の
討
論
～

【
反
対
討
論
】

○
「
行
政
機
関
の
長
年
の
経
験
と
知
恵
を

基
に
、
教
育
の
一
環
と
し
て
児
童
ク
ラ
ブ

を
運
営
し
て
き
た
。
民
間
の
ほ
う
が
教
育

委
員
会
よ
り
優
れ
た
知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
に
、
民
間

委
託
す
る
こ
と
が
決
算
書
に
う
た
わ
れ
て

い
る
の
で
、
反
対
」

【
賛
成
討
論
】

○
「
い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
対
し
、
適
正
な

答
弁
を
い
た
だ
き
、
十
分
理
解
で
き
た
の

で
、
賛
成
」

特
別
委
員
会
で
採
決
の
結
果

全
会
計
と
も
認
定

本
会
議
で
採
決
の
結
果全会

計
と
も
認
定

本会議へ
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